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玖珠町農業委員会議事録 

 

１． 開催日時 令和４年１０月１１日（火曜日） 午後１時３０分 

 

２． 開催場所 玖珠町役場 ３階 大会議室 

 

３． 出席農業委員 

１番 園田 恭子  ２番 江藤 徳幸  ３番 繁田 郁子 

４番 藤本 太一  ５番 小野 文隆 

６番 武石 俊一（副会長）  ７番 安藤 慎八（会長） 

 

４．出席農地利用最適化推進委員 

       １番 小雲 基廣  ２番 長尾亀世美   ３番 衞藤 榮一 

４番 川邊 真八  ５番 藤原 善和   ６番 （欠席） 

７番 石井由美子  ８番 藤本 哲朗   ９番 湯浅 定夫 

１０番 （欠席）  １１番 松方 洋一 １２番 （欠席） 

 

５．議事日程 

       議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

       議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第３号 農用地利用集積計画の決定について 

 

       報告第１号 農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

（相続） 

       報告第２号 農地法第１８条合意解約通知書について 

       報告第３号 農地所有適格法人要件確認書について 

 

その他    

  

 

６．出席農業委員会事務局職員 

事務局長   藤原 八栄    主幹（統括） 梅木 嘉子 

   主査     渡邉 智美    主査     繁田 寿美 
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７．会議の概要 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

お忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。 

それでは、ただ今より令和４年１０月定例総会を開催します。 

新型コロナウイルス感染拡大の予防のため、消毒・検温・マスク

の着用に、引き続きご協力よろしくいたします。 

着席して進めさせていただきます。 

安藤会長あいさつをお願いします。 

 

(あいさつ) 

 

ありがとうございました。 

それでは、会を進めさせていただきます。 

農業委員定数７名に対して、７名の出席です。玖珠町農業委員会

会議規則第６条の規定により、会議が成立していることを報告しま

す。 

次に、議案に上程いたしました案件について質疑等がございまし

たら、議長の承認のうえ発言をお願いします。 

 また、総会の開催中は携帯電話をお切りください。 

それでは、議長の選出ですが、会議規則第４条の規定により会長

が議長となります。 

以後の議事の進行につきましては、会長よろしくお願いします。 

  

本日の議事録署名人を指名します。議事録署名人に、５番委員、

６番副会長よろしくお願いします。 

なお、農地利用最適化推進委員におかれましては、議決権はあり

ませんが、質疑等ございましたら、各議事の中で、ご意見をお願い

します。 

それでは議事に入ります。議案第１号、農地法第３条の規定によ

る許可申請について、事務局説明をお願いします。 

 

議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請です。 

番号１、大字山下字原口○○○番外８筆です。登記簿地目は田と

畑で、合計筆数は９筆、合計面積は８，５９８㎡です。３条の無償

移転で、譲渡人は、大字○○の○○○○さんで、譲受人は、大字○

○の○○○○さんです。申請事由は、譲渡人の要望で生前贈与です。

担当委員は、５番委員です。 

番号２、大字塚脇字当ノ下○○○番○他７筆で、登記簿地目はす
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べて田です。合計筆数は、８筆で、合計面積は４，１３５㎡です。

３条の有償移転で、譲渡人は、大字○○の○○○○○さんで、譲受

人は、大字○○の○○○○さんです。申請事由は、譲渡人の要望で

売買です。担当委員は、３番委員です。 

番号３、大字山浦字堂ノ久保○○○○番○外１筆です。登記簿地

目は田で、合計面積は１，９１２㎡です。３条の有償移転で、譲渡

人は、○○市の○○○○さんで、譲受人は、大字○○の○○○○さ

んです。申請事由は、譲渡人の要望で売買です。担当委員は、６番

副会長です。 

次に、番号４、大字帆足字戸刈で、○○○○番○外２筆です。登

記簿地目は全て学校用地です。合計筆数が３筆、合計面積は７，６

００㎡です。３条の有償移転で、譲渡人は、大分県知事 広瀬勝貞

氏、譲受人は、大字○○の○○○○○さんです。申請事由は、県有

財産売却にかかる一般競争入札の落札による売買契約によるもの

です。担当委員は、１番委員です。 

番号４について、補足説明いたします。 

補足は、当該農地にかかるこれまでの経緯・今回の売却の流れの

内容です。 

まず、経緯についてご説明します。 

当該農地は、もともと玖珠農業高校、現在の玖珠美山高校の戸刈

実習田でしたが、平成２６年頃から、大分県が売却または貸借する

方向があったため、平成２７年２月に、農地台帳へ登録しておりま

す。農業委員会では、令和元年に現地を確認した結果、「現況は農

地である」との判断をしております。 

売却の流れですが、今回の入札以前の経緯からご説明します。 

令和２年６月に、大分県県有財産経営室から、当該農地を一般競

争入札で売却したい意向の通知を経て、令和３年５月２０日に、大

分県県有財産経営室から、当該農地を、一般競争入札で売却する旨

の通知が当農業委員会にありました。入札は、令和３年７月に実施

されましたが、不落となっております。 

今回の入札ですが、大分県が、７月２０日に、一般競争入札の公

告を行いました。○○○○○○さんが入札に参加し、落札しました。

入札後の手続きですが、○○○さんが農地法の許可を行い、所有権

の移転登記については大分県が所有権の登記手続きを行うことを

確認しております。 

大分県と玖珠町の間では、農地法の規制を受ける県有地の売却に

あたっては、これまで入札参加希望者全員に対して、入札前に買受
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適格証明の提出義務を課していましたが、令和３年５月に、大分県

がこの取り扱いを改正し、買受に対して、買受適格証明書は必要と

しないこととしています。 

以上、長くなりましたが、補足を終わります。 

 

それでは担当委員の説明ですが、 

まず番号４の審議を先に行いたいと思いますので、 

番号４を１番委員、お願いします。 

 

 番号４について、調査結果を報告いたします。９月２８日、申請

者、会長、推進委員、事務局２名で現地確認をしました。土地の所

在は大字帆足字戸苅○○○○番○外２筆で、合計面積７，６００㎡

です。学校用地であり、先ほど説明があったとおり玖珠農業高校の

実習田として利用されていました。現況は田で、稲を作付する計画

です。権利の内容は所有権の移転で、譲受人が一般競争入札で取得

し、譲受人の取得後の耕作面積は４０ａ以上あり、通作距離は約１

ｋｍ以内で耕作可能です。以上です。 

 

 推進委員から補足説明はありませんか。 

 

 現地確認で気になったのは道路の件ですが、説明をお願いしま

す。県から道まで買っているが、周りの家の人が進入できなくなる

ことはないのか。 

 

 今回、譲受人が契約した道路は町道○○線から農地に入った、こ

こ（プロジェクター画像）からです。人が住んでいる家に進入する

にはこの町道から入ることができます。町道になっている部分は今

回の件には関係ないので、家に入れなくなるということはないと思

います。 

 

 取り付け道路のような道がありますが、これは県が作ったという

ことで今回の契約の中には入っています。推進委員さんが土地に詳

しいので、奥にある農地に行くのには問題ないのかという指摘があ

りました。 

 農地の現状は荒れています。入札が何回かありましたし、７年く

らい前から作っていないようです。何年か前に県から非農地になら

ないかと言われたそうですが、田んぼであったため、当時の農業委
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農業委員 

 

農業委員 

 

 

 

員会は農地であると判断したそうです。 

 県の土地で耕作放棄しているため、荒れていますので、すぐにと

いうわけにはいかないようです。 

 余談ですが、今後農地法が変わり、農地を取得しやすくなる方向

に変わるそうです。また、今わたしたちがお願いしている３年耕作

は法的拘束力がないので、強く主張できないということです。 

  

適格証明を取らなくてよいのはどうしてですか。 

 

県の取り決めによると、買いたい人が買いづらくなるということ

が一つの理由です。適格証明は、３条の要件を満たしていることを

農業委員会で証明することです。昨年度入札を公募するのと同時期

ぐらいに県がそのように決めたので、町は介入できません。 

 

県の土地だからと言って適格証明を外して売ってよいのか。県に

問い合わせてもいいのではないですか。 

 

一般的に、一般競争入札においては、資格条件に反しなければ入

札に参加できるとなっています。 

 

 今回について、私も県の入札のやり方について、県に経過説明を

お願いしたいと思います。 

 また、大分県の常設審議会という会議がありますので、聞いたみ

たいと思います。 

皆さんはどう思いますか。 

 

今日は結論を出さないということですか。 

 

議案に関しては結論を出しますが、県に説明を求めるということ

です。 

 

県にはきちんと整理して説明をしていただきたいと。 

 

これは、いくら県がということでしょうがない、法律的に適格証

明がいらないとしても、県の都合で売りたい。今まで県の財産で農

学校を支えてきた。ここの農業委員会も県が言ってきているからと

言っても、即出さなくても審議を重ねていかないと、農業委員会の
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推進委員 

 

 

推進委員 

 

事務局 

 

議長 

 

 

 

推進委員 

 

事務局長 

 

議長 

 

 

議長 

 

 

農業委員 

 

議長 

意味がない。 

 ４月から今まで、転用にしても始末書を出してしまえば良いとい

う議案が毎回のように出て、同じようにごめんねと言えばいい、人

に迷惑をかけてようが、自分のいい通りに申請したら、前例がある

じゃないかと。しっかりしていないとなし崩しに全部なると思う。     

今日出すか出さないかは誰も判断が難しい所だけれども、今日出

さなくても継続審議をしているという形はとれないだろうか。 

 

議決権を持つのは農業委員だけなので、そこを皆さんで意見を言

っていただきたいと思います。延ばすならなぜ延ばすのか、それを

皆さんが相手の納得する説明ができるのかできないかにもかかわ

ってきます。 

 

県が決めた手続き上、許可を出さないとかいう話は難しい。先延

ばしにする理由も見つけようがないと思います。 

 

許可を出さんと言う話にはならないだろうね。 

 

落札をして、すでに決定してます。 

 

会の方向性でもあります。このような事例は県内でもめったにあ

りません。非常に難しい問題です。言いたいことがあれば言ってく

ださい。 

 

やはり県がこのことまで考えてくれないと困る。 

 

ちなみに、県と○○○さんの間の契約は終わっています。 

 

色々な意見はあると思いますが、ここで採決は行いたいと思いま

すが、よいでしょうか。 

 

それでは、番号４について採決を行いたいと思います。 

番号４について、賛成の農業委員は挙手をお願いします。 

 

（過半数挙手） 

 

ありがとうございました。 
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これに関しては事務局と話して県に説明を求めたいと思います。 

 

 今、会長が言われた内容はぜひお願いしたいと思います。 

 

 学校用地を農地として、農地台帳に載せているのは県内で玖珠町

だけだったようです。以前、農地から外せませんかという県からの

問い合わせがあったようですが、当時は畦もしっかりあったため、

現況主義というところで農地と判断したようです。今後、こういう

相談があったときは、皆さんに見てもらい、判断をしていただきた

いと思います。 

 

皆さんからの意見は県に伝えたいと思いますので、何か伝えたい

ことがあれば、事務局にお知らせください。 

 

それでは、番号１～３について、審議をいたします。 

担当委員の説明をお願いします。 

 

番号１の調査結果を報告します。１０月２日、申請者の２名と、

推進委員と現地確認を行いました。土地の所在は、大字山下字小原、

山下地区の○○の○になります。農地は、家の周りと少し離れた所

に点在しています。今回は、お母さんから息子さんへの一括贈与と

いう形になります。生前贈与の形で、息子さんとは同居してありま

す。現在は稲作や畑作をしている兼業農家です。現況は田と畑です。

面積は８反くらいあります。すべて農地として使用するとのことで

す。通作距離は家の周りがほとんどです。譲渡人と譲受人は同居で、

一緒に農業もしておりますので、トラクターなどいろいろな農業機

械をお持ちです。以上です。 

 

 番号２の調査結果を報告します。１０月５日、申請者の２名と推

進委員と現地の確認をしました。土地の所在は、国道の○○から入

った所に位置しています。稲作と畜産を中心とした専業農家の譲受

人が取得し、耕作する計画です。現況は田で、稲を作付する計画で

す。権利の内容は所有権の移転で、譲渡人の家庭の事情による農地

の移動です。譲受人の取得後の耕作面積は４０ａ以上あり、通作距

離は約０．５ｋｍで、耕作可能です。譲受人の経営農地はすべて耕

作されており、農機具の所有状況はトラクターなどそろっており、

農業従事者は本人、妻、子があり、取得後の耕作に問題ありません。 
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 番号３の調査結果を報告します。１０月７日、申請者と、事務局

と現地の確認を行いました。土地の所在は、県道から○○にあがり、

ちょうど県道の真上になります。県営圃場整備の場所になります。

申請者は兼業農家です。圃場整備の前からこの田は申請者が耕作し

ていたそうです。○○さんは○○を出て○○に住んでおり、作れな

いとのことです。今まで作っていた人への所有権の移転です。距離

的には集落内の移動で、１ｋｍ弱です。２筆ですが、現状は１つの

三角田です。面積的にも４反以上あり、問題はないと思います。 

 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

無いようでしたら採決します。 

議案第１号、農地法第３条第１項の規定による許可申請番号１～

３について、原案どおり賛成の農業委員は挙手をお願いします。 

 

（全員挙手） 

 

全員賛成です。議案第１号の番号１～３は原案のとおり決定いた

します。 

それでは、議案第２号、農地法第５条第１項の規定による許可申

請について事務局説明お願いします。 

 

議案第２号、農地法第５条第１項の規定による許可申請です。 

番号１、大字塚脇字田中○○番○外１筆で、登記簿地目は田、合

計面積は、２，７８１㎡です。譲渡人は大字○の○○○○さんで、

譲受人は、大字○○の、（有）○○○○○○ 代表○○○○さんで

す。転用目的及び理由は、宅地分譲地として、１０区画の宅地分譲

を造成して販売するためです。農地の区分は、第３種農地です。担

当委員は、２番委員です。 

 

それでは、担当委員の説明を 

番号１を ２番委員、お願いします。 

 

番号１の調査結果を報告します。１０月７日、申請者と推進委員、

事務局で現地の立会いを行いました。土地の所在は、大字塚脇字田

中、○○○○○○から○○○○○方面に進んで、左側の住宅街の奥
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に位置しています。転用目的は、田んぼから宅地分譲地への転用で

す。１０区画あり、だいたい８０㎝くらいかさ上げする予定です。

表土取ると、１ｍくらい埋めあげるそうです。周りの農地との境は

Ｌ字コンクリートをする予定です。土の確保は出来ているそうで

す。水に関しては落とし口もあり、周辺農地の営農に問題ないと感

じました。入口の右左も住宅地です。 

 

特にはありませんが、周りの南側の農地は段落としで水を落とし

ていました。水の問題はないと思います。 

 

それでは、質疑はありませんか。 

 

質疑がなければ採決をとります。議案第２号、農地法第５条第１

項の規定による許可申請について、原案どおり賛成の方の挙手をお

願いします。 

 

（挙手） 

 

全員賛成です。議案第２号、農地法第５条第１項の規定による許

可申請について、原案どおり許可相当として県知事に意見を送付し

ます。 

 

次に、議案第３号、農用地利用集積計画の決定について、事務局

説明お願いします。 

 

議案第３号、農用地利用集積計画書についてです。 

別冊の議案第３号の最後のページをご覧ください。利用権の設定

の新規ですが、１０年以上、合計件数 ５件で、合計面積 ７，６

１２㎡です。以上です。 

 

質疑はありますか。 

 

無いようでしたら、ご承認をお願いします。承認される方は挙手

をお願いします。 

 

（挙手） 
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議長 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

全員賛成です。議案第３号については、原案どおり承認します。 

 

以上で、本日の議案の審議はすべて終了いたしました。 

引き続き、報告事項等について事務局説明をお願いします。 

 

報告第１号、農地法第３条の３第１項の規定による届け出書が１

件出されております。内容は相続による所有権の移転です。詳細は、

ご一読ください。 

報告第２号、農地法第１８条合意解約通知書が２件出されており

ます。詳細は、ご一読ください。 

報告第３号、農地法第６条第１項の規定により、農地所有適格法

人の要件確認書が１件報告されています。法人は、○○の有限会社 

○○○○○○○代表○○○○さんです。当該法人につきましては、

農地所有適格法人としての要件を満たしていることを報告いたし

ます。内容についてはご一読ください。 

以上で事務局からの提案を終わらせていただきます。 

 

何か質疑はありませんか。 

 

無ければ、協議・連絡事項について事務局説明をお願いします。 

 

 （省略） 

 

その他、委員から何かありましたらお願いします。 

 

それでは以上をもちまして玖珠町農業委員会１０月定例総会を

閉会します。 

それでは引き続き人権研修を行いたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

 


